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「学びに向かう力」を引き出す
生活科授業

さ あ 、はじ め よう！

心地のいい授業デザイン
先生にも 子どもにも



喜名　「生活科で引き出す力」の一番の特徴は、他の
教科に比べて知識·技能が「見えにくいこと」です。
私たち教師は「教えないといけない。」という思いが
強いからこそ、どう授業していいかわからなくなり
がちです。子どもの思いや願いを実現するための授
業づくりに、もう一度立ち返らなければならないと
思います。
根本　生活科授業で大切なのは、子どもの意識や思
考の流れ、思いや願いがどう変わっていくのかを、
子どもの姿を見たり話を聞いたりして見取っていく
ことですよね。
齊藤　子ども一人一人の話を聞きながら、どのよう
に興味関心を高めていくのか、また全体として活動
のゴールを持たせていくのかを考えるのは難しいで
すよね。でも、だからこそ学級や個人が自分なりの
ストーリーをつくることができるのが生活科の授業
だと思います。
宮崎　そう、学級や個々に自分なりのストーリーが
あるのが大切ですよね。結果だけを見るのは意味が

ないですから。プラスでもマイナスでも感動が生ま
れるのは、語りたいストーリーがあるからこそで
す。
喜名　そのストーリーって、実は見通しなんです。
子どもは最初から予測を立てて、うまくいかなけれ
ばその場で自己調整をしています。でも、子どもは
自分が自己調整をしていることに気付かない。だか
ら、子ども自身が気付けるように振り返りをするん
です。

喜名　最初は先生が振り返りを促すんだけど、低学
年で鍛えていきたいのは、「自分で振り返りができ
る力」です。振り返りをするときに、他者がどう関
わったのかを意識させるといいです。振り返りの視
点が広がるし、自分の変容がわかると思うんです。
宮崎　他者との関わりは一人で考えていても気がつ
きにくいから、個々の気付きを学級に共有すること
が先生の役割として必要ですよね。「今の発言どう
いうこと？」と、もう一回発言させたり、「わからな
いから教えて。」と、他の子どもに代弁させたりする

つけたいのは「振り返る力」
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ストーリーのある授業づくり

子どもと一緒に授業をつく ろう
#ストーリー　#振り返り　#個々の気付き　#協働的な学習
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と、先生にはわからないことでも子どもたちは不思
議と自然にできるんです。
根本　先生がすべてわかっていなくてもいいんです
よね。先生も子どもと一緒になって学んでいけるよ
うに、関わりあっていけるといいですね。
齊藤　子どもたちだけでなく、先生どうしで子ども
の学びに向き合う関係をつくることも大切かもしれ
ません。
根本　そうですね。なんのために振り返りをやって
いるか、目的を見失わないようにしたいですね。形
式的にならず、理由や目的が説明できるように考え
る必要があります。
齊藤　子どものカードを複数の先生がそれぞれに意
味付け·価値付けを示してもいいですよね。複数の
先生の意見が同じになる場合もあれば異なる場合も
ある。そのようなズレがあることで、子どもの豊か
な学びを見取る先生の力量を高め、子どもを見取る
視点を増やすんです。先生自身も、そのような事例
をためていくことで、自分がどのような意味付けを
行い、どのような支援へとつなげたのかを簡単に振
り返ることができます。
喜名　先生も子どもも、それぞれが個別の気付きを
みんなで共有して振り返っていくことが、一人一人
の個性を生かし、他者と協働する、「協働的な学習」
の価値になるんだと思いますね。

根本　それぞれの子どもたちのストーリーを見取る

ときに、幼児期の経験が土台となりますよね。その
ときに取り入れてほしいのが「スタートカリキュラ
ム」です。幼児期の遊びや生活で学んだことを生か
して、学校生活や授業をつくるためのカリキュラム
のことです。
齊藤　入学してすぐに「さあ、一時間目は国語です
よ。」としない授業のことですね。
根本　15分ずつなど、各教科を組み合わせて作っ
ていきます。「スタートカリキュラム」をつくること
で、自分の子ども観が変わる先生も多いですよ。

「子どもってこんなこともできるんだ。」と、子ども
たちへの接し方が変わる先生もいます。子どもたち
にとっても、「これから学びはじめるスタート」にな
るからこそ、大切にしたいですよね。
喜名　先生たちや学校にとっても、「カリキュラム
マネジメント」の「スタート」なんですよね。
根本　保護者も子どもも幼児期の経験を学校や先生
が受け入れてくれることで安心感を覚えますよね。
学校の特性やそれまでの子どもの経験を生かしてカ
リキュラムをつくることが、大切なんだと多くの先
生に実感してほしいです。
喜名　学びはじめのスタートである生活科の学びを
身につけていけば、ほかの教科の学び方も変わって
きます。これから求められている、主体的·対話的
で深い学びの最たるものが生活科の学びなんです。

幼児期から子どもが育んできた
学びを生かす
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評価や主体性について考えます
次のページでは
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宮崎　生活科は、子どもに聞く、子どもを見る、と
いうことが一番大切です。聞けばいろんなおもしろ
いことを言ってくれるのに、聞かないで先生が自分
で解決しようとすると、限界が来てしまいますから
ね。自分のクラスは自分でなんとかしなくてはいけ
ないと思うと、追い込まれてしまうんじゃないでし
ょうか。
齊藤　「低学年に主体性や自己決定をゆだねるのは
難しい。」と、思い込んでしまうのかもしれませんね。 
宮崎　私の実感としては、子どもたちにどんどんゆ
だねたり聞いたりすると、先生たちの肩の力が抜け
てくるんですよね。先生が教えようとしなくても子
どもたちが自発的に取り組もうとする、そんな幼児
教育の発想に近い学習サイクルをつくることが大切
なんだと思います。
齊藤　子どもたちに考えを聞きすぎて、「まとめら
れないのではないか。」と、先生が心配してしまう部
分もあるかもしれませんが、それも先生だけで子ど
もたちの意見をすべてまとめようと思ってしまって
いるからです。たくさんの考えが子どもたちから出

たときに、「こんなにできないよね？」とみんなで話
をしていけば、子どもたちもなんとかしようと一緒
になって考えてくれますよね。先生も子どもの一人
という気持ちで、一緒に授業を作るんです。
宮崎　生活科は特にそうですよね。「何とかする子
ども」が大切なんですよ。つい、子どもたちに失敗
させないことに注力してしまうけど、失敗はプロセ
スであって、結果じゃないんですよね。特に、生活
科はトラブルが起きたことによっておもしろいこと
が見つかっていく教科なんです。何かを作るときも
試行錯誤をしていますよね。トラブルが起爆剤にな
るんです。
齊藤　トラブルが楽しくなるわけですよね。
宮崎　自己決定とよく言うけど、自分たちで決めた
やりたいことはやろうとするし責任も持とうとす
る。トラブルが起きたって、自分が主体的に取り組
んだことであれば、自分のこととして必死になって
考えるでしょう。資質·能力を身につけようとする
主体性を損なわないようにすることが大切だと思い
ますね。
喜名　低学年にとって、遊びってすごく大切なんで
すよ。遊びは、強制されない主体的なものだから、

子どもたちは

生活科が大好きです

子どもの力を
信じて話を聞きたいですよね学級の総合力を信じて

子どもの力を信じよう
#主体性　#自己決定　#評価　
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そこが低学年の発達段階によく合っているんですよ
ね。そんなふうに、低学年のうちから、自分のやり
たいことをやりながら身につけていくという学び方
が大切ですよね。
宮崎　幼ければ幼いほどチャレンジをするから、そ
こで快不快などの何かが残れば、またやりますよ
ね。その繰り返しが大切なんです。低学年こそ主体
性や自己決定にブレーキをかけてはいけないと思い
ます。
喜名　生活科は他教科のように○×ではかる正解や
不正解はないんだから、子どもも先生も安心してや
ってほしいですね。
根本　だから子どもたちは生活科のことが大好きで
す。カードにもなんでも好きなことが書けますから。
喜名　先生や保護者は「これでどんな力がつくんだ
ろう。」と、心配になるかもしれない。でも生活科で
は、一番大切である、主体性が育ちます。
宮崎　そこでまちがいやトラブルがあっても、「ど
こでまちがったんだろう。」と全員で一緒に考えた方
がためになります。「まちがってくれたからわかる
ようになったね。」と、いう雰囲気が学級の中で出て
きますよね。
喜名　子どもたちに思いや願いがちゃんとあるか、
それを言語化させているか、先生が把握できている
かを見取るためには学級や一人一人の子どもの力を
先生が信じて、子どもたちの話をよく聞いてあげる
ことが大切だと思いますね。

宮崎　生活科の評価は難しいと、ずっと課題になっ

ているけれど、「できているか、いないか」で見てし
まうからだと思います。生活科は他の教科よりも、
個々の子どもたちのよさや好みを生かして、さらに
それを伸ばすという意味合いが強いと思います。
喜名　本来は学習評価の意味合いは、子どもの実態
を分析してその後につなげていくことなんです。評
価と指導は一体化しているんですよ。意欲を評価し
たあと、「それを高めるにはどう指導したらいいの
だろうか。」と、考えることが必要です。子どもたち
が持っている力をより生かして、ほかの教科でもつ
なげていけるといいですよね。
根本　「学びに向かう力」の「学び」の主体は子どもだ
から、「学びに向かう力」を先生が「指導する」、とい
うより「支援する」に近いと思います。子どもに何か
を「させる」のではなく、子どもが主体で学べるよう
な授業を作りたいですよね。指導案に使役表現が入
っていないか、いま一度見直す機会にしたいです
ね。
齊藤　学校だけでなく、家庭での学びにもつなげら
れたらいいですよね。生活科は、自立への道、生活
の一部にしていくための教科なんですから、終わっ
たあとも自分の生活や家庭生活が豊かになっていた
いですね。

評価をするのは、
次のステップに進むため

主体性や自己決定は

ブレーキをかけない

ことが大切です

先生と子どもたちで一緒に授業を作るんです

動機付けや教科書の活用について考えます
次のページでは
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齊藤　教室で授業していても、大学で指導法を教え
ていても、単元の導入を指導するのが一番難しいで
すね。
宮崎　本当に難しいです。単元が終わって次の単元
に移るときの導入が自然でないと、子どもたちにと
ってはテレビのチャンネルが突然切り替わるように
見えるでしょう。断片的な活動があるだけでストー
リーが何もない、という状態に子どもたちが慣れて
しまうと、次にもっとこうやりたいという思いや願
いの広がりや、考え方の癖がつかないと思います。
根本　生活科は、「教科書の何ページを開きましょ
う。」という教科ではないですからね。
喜名　教科書を前から順番にやっていくという習慣
が学校にはありますが、教科書を行ったり来たりし
ながら学ぶことも本当は必要ですよね。子どもが実
際にやっていることですから、子どもの興味に任せ
るのも大切ですね。
根本　教科書を自由に見ている子どもを先生たちが
見る、というのは動機付けのヒントになるかもしれ
ないですね。「この子はこの学習内容に興味があり
そうだな。」と、子どもの様子を見取ると、授業をす
るときに広げていきやすいと思います。
宮崎　子どもたちの興味や関心はそれぞれに違うか
ら、好きなところから教科書を見ている子どもたち
を見て、支援を考えたり、他者と関わ
る方向に子どもの興味を広げたりでき
るといいですよね。子どもたちが興味
関心を持っている内容から、それを話
しながら引き出せていけるといいと思
います。それが他の子の動機付けにも
なるんです。

齊藤　大切にしたい気付きにメタ認知があります。
メタ認知は、現在の自分の状態や目標、行為や結果
について内省することですね。子ども自身が生活科
の振り返りを言語化することで、活動の過程で自分
なりに思考を整理し、自分のよさに気付けたり、課
題を次の活動にフィードバックさせることによっ
て、問題解決ができたりするようになるんです。そ
れはほかの教科でも使える能力だと思います。言語
化して振り返ることによって、学習活動をより自立
的にし、「深い学び」を実現する。そしてその先の行
動の動機付けとしていきたいですね。
喜名　それは、先生が意識しないと子どもだけでは
できないですよね。初めは問題意識や考え方のすべ
を子どもたちは持っていません。思いを言語化した
り共有したりして、仲間との学びあいの中で学んで
いくわけです。いかに解決方法や知識の引き出しを
作っていくかということが大切で、そこに何を入れ

動機付けの糸口を見つけよう
#動機付け　#言語化　#多様性　#メタ認知

To p i c3

一人一人の興味や関心を
みんなに広げる 気付きを言語化する

6



るか、というのはこれから考えていけばいいんで
す。そんな「学び方を学べる」のが生活科です。「解
決方法や知識の引き出しがどんなふうにできている
んだろう。」と、見ていくのがメタ認知だと思いま
す。
根本　多様性はこれからの教育に大切な観点ですよ
ね。生活科は、多様性を身近に実感できる教科であ
ると思います。

喜名　多様性の一番の問題は、自分も多様性の一部
なんだと気付けないことだと思いますね。自分とそ
れ以外、ではなく、自分もそれ以外のうちの一人だ
と自覚することがとても大切なんですよ。こういう
ときに教科書は、そのきっかけになるのかもしれま
せん。教科書の写真や絵を見ることで、疑似体験的
にでも多様性に触れることができますよね。
齊藤　教科書のキャラクターに問われたり、逆に子
どもたちが問いかけたりして、子どもたちもはっと
自覚するかもしれません。
宮崎　生活科の学習は身近な環境が学びの第一歩で
すが、教科書には違う視点がたくさんあるから、そ
れが活動の幅や発想を広げる動機付けにもなります
ね。自分の地域では見聞きできないものやシーンを
見られたり、先生が自分の経験を話すきっかけにな
ったりします。

喜名　評価のむずかしさも、子どもから「引き出し
たい力」を意識すれば、子どもへの接し方が変わっ
てくると思いますよ。
根本　ただ、教科書通りに場面を切り取って展開し
ようとすると、うまくできなくなってしまいます。
教科書をどう使うのかイメージするためにも、授業
をつくる前によく読んでおくことが大切かもしれま
せんね。必要なページだけではなく、1年間の活動
をイメージするために、全体を見ておくことをおす
すめしたいです。
宮崎　生活科の教科書はプロセスが全部出ているわ
けじゃないから、授業のデザインを自由にできるん
です。授業や学校生活を豊かにするきっかけは、教
科書の中にたくさんあるんですよ。「うちのクラス
のあの子ならこんなことに興味を持ちそうだな。」
と、想像しながら、授業をコーディネートしていく
ときに、教科書を使ってもらえたらいいなと思いま
すね。

喜名　実際の授業には、教科書には書かれていない
ドラマがたくさんありますよね。それを大切にした
いですね。
根本　学級やその子だけの思いや願いのストーリー
を持てるところが、生活科はいい教科だなと思いま
す。
齊藤　子どもと一緒に教科書に書かれていないスト

ーリーを組み立てていく。それが、
頭から順番にやっていく他教科と違
うところですよね。
宮崎　いっそ、生活科の教科書は、

「教科書」って名前じゃないほうがい
いかもしれないですね（笑）。

自分自身も多様性の一人だという
気付きにつなげる

生活科のドラマを大切に
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　わたしたちをとりまく自然や社会は、科学技
術の進展や国際化、情報化、高齢化などによっ
て、今、大きく変わろうとしています。このよ
うな社会の変化の中で、人間や地球上のあらゆ
る命がのびのびと生きていくためには、人や自
然を大切にしながら、共に生きていこうとする
優しく大きな心をもつことが求められています。
　わたしたちは、この理念を「地球となかよし」
というコンセプトワードに込め、社会のさまざ
まな場面で人間の成長に貢献していきます。
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